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的　食物にどのようなイメージを持ってるか，文学書を資料として人の深層にある意

探り，生活の中における食物の文化的意義を考えてみようとした．

法　資料としては，医師であリ科学的知識を持っていると考えられる斉藤茂吉の短歌

いた，茂吉の歌集17冊　の14083首の中から食物を素材としている521首を選び．．その

にある食品を1 0の食品群に分類し，食品と年齢，短歌に詠まれている感情，その時の状

などとの関連を多変量解析の数量化Ⅲ類によって分析し，考察した。

結果　茂吉の短歌に詠まれている食物は, 穀類か多く約　24冤を占め, 穀類の中では飯が
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餅が22%で，餅については特殊な感情を抱いている。餅には喜び・楽しさと悲しさ･

さの両面の感情が結び付けられている。また，単に食べるだけの物ではない社会的，

的意味をもたせていることがみられた，次に多いのは野菜（いもと山菜を含む）で，

6%を占め，豆類，果物とともに恋しさ, ≪かしさの感情と結びつけているものの割合

かった。幼少の頃の思い出，故郷の食べ物と関連させているものが多かった。魚介類

む歌も　16%と多く, 感謝の気持ちや敬意の念を述べた短歌にみられ，生きものという

が

は

な

較

食

あることによるものと考えられた。肉類や乳・卵類は，外国の生活を経験した人と

少なく，食品群と感情の分布図では肉類は哀しみに近く位置している。菓子類の数

いが楽しみの近くあった。また，菓子類は年令的みると25才以下と66才以上の短歌

的多くみられた。従って，茂吉は各食品群にある程度固定したイメージを持ってお

品に文化的意味を持たせていたことが推定された，

５月26日（土）第４会場　午前9:00～12:00

幼児期における健康知識の習得に関する研究（第2報）

　一栄養知識とくに食品の名称についてー

　　　　　群馬女子短大　　　笠原　賀子

【目的】健康な食生活を送るために栄養のバランスを確保するには．数多くの食品を種類

の異なる食品群から幅広く摂取することが大切であり．幼児自身が、それらの食品を適切

に選択できるよう教育すること’が必要である．したがって、本研究は、第１報に引き続き．

幼児の健康教育を行う基礎資料を得るための第1 段階として．栄養知識とくに食品の名称

について調査を実施し．幼児の実態を把握する一助とすることができたので．報告する．

　【調査方法】①時期:1989年11月～12月　②対象:群馬女子短大附属幼稚園園児（年長組

）80名（ろ44名、♀36名）およびその母親　③内容：給食の献立に使用されたことのある

常用５０食品の名称・食経験・嗜好について　④方法：幼児1人１人を個別に面接し、絵

カードを提示して、口頭により回答を得る．なお．母親には、質問紙を配布．回収する．

　【結果および考察】①食品の名称に関する知識度は、平均「29.8±4.10」食品．経験度は、

「44.7±3.05」食品、嗜好度（好き３点、普通２点、嫌い１点）は、「2.8±0.21」点で

あり．食品により若干異なるが、その分布や、特定の食品に性差がある．　②知識の誤答

例や嗜好度の違いに、現代の子どもたちを取り巻く食環境の変化がうかがえる．　③知識

度の高い食品は、経験度も高いが、幼児期においては．食経験があるにも関わらず．その

食品（おもに、素材としての食品）を認識していない実態が明らかとなった．　④また、

幼児の嗜好度は．その知識度とは、あまり関係がないが．母親の嗜好度は､・幼児の食品の

名称に関する知識度や経験度・嗜好度と関係が深いことから、家庭と園の連携による今後
の栄養教育のあり方が示唆される．


